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有稔物及び珪カル施用田の水稲生育に及ぼす初期冷水潅漑の影響
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堆肥連用によって地力が高められた水田においては，水

稲は冷害に対して収量が安定しているといわれている。こ

こでは有機物及び珪カル連用など土壌管理の異なる水田に

おいて生育初期に冷水饉既を行ない，水稲の生育，収量及

び養分吸収に及ぼす効果について検討した。

試　験　方　法

（1）試験年次及び圃場　　昭和58年及び59年，東北農試

栽培第一部，121番圃場，灰色低地土。

12）耕種概要　　品種アキヒカリ，畑成苗を5月20日前

後手植え，栽植密度22．7株／点く24×18Cn），施肥量はN

O．5（基肥）＋0．2（穂肥）句／〃，P205，K20は各0．9

匂／ク。

（引　冷水濯漑　　昭和58年は6月11日から7月10日まで，

59年は6月11日から7月6日まで，毎日午前8時30分ころ

より午後5時ころまで，水温約16℃の井戸水を掛け流しす

る（夜間中止）。

14）試験区　　無施用区，堆肥区（200旬／〃）．堆肥

＋珪カル区（20ゆ／〃），稲わら区（50匂／〃），資材はい

ずれも春施用．58，59年は連用6，7年臥1区面積20

～50記．1～2連制。

試験結果及び考察

1．冷水藩政による温度変化

59年7月1日（快晴）を例にみると，水田の地温（深さ

Sの）は冷水饉既により日中は18℃前後に維持され，夜間

もはば16～18℃に維持された。これに対し，普通水藩政で

は最高33℃まで上昇し（午後1時ころ），一方，最低温度

22℃（午前7時）であった。

田面水温は地温より変動が大きく，冷水磋漑により日中

には21～25℃，夜間は約16℃であったが，普通水雇漑で

は日中には最高38℃（午後1時ころ）に達し，夜間には約

21℃まで低下した。

また，株間の気温（田面より約20C椚上）は普通水惑

既の日面水温と似た変化を示し，冷水雇既により2～3℃

低くなった。

2．収量及び収量構成要素

収量は堆肥＋珪カル区でもっとも高く，ついで，堆肥区，

稲わら区，無施用区の順であったが，冷水藩政による減収

率は稲わら区でもっとも大きく，はかの三つの区では大差

がなかった（表1）。減収の原因を収量構成要素でみると．

冷水鍾掛こより稲わら区を除く三つの区では穂数は増加し

たものの，一棟枚数が少なくなり，総籾数が若干減少し，

登熟歩合が低下した。稲わら区においても総枚数が減り，

豊熟歩合が低下した。

表1収量及び収量構成要素（昭58，59の平均）

処　　 理 収　 量　　 穂　 数　　 絵籾数　 登熟歩合

（冷水）（句／10〃） （本／戒） （×1岬局 ） （％）

無処理 （二 668　　　　 363　　　　 346　　　 85．3

615　　　　 388　　　　 334　　　 82．2

（92）　 （107 ）　 （9 7）　　 （96）

堆 肥 （二 718　　　　 462　　　　 437　　　　 8 1．0

662　　　　 503　　　　 435　　　　 72．1

（92）　 （10 9）　 （99 ）　　 （89 ）

蓬警工 仁 746　　　　 48 8　　　　 483　　　　 74．4

694　　　　 577　　　　 454　　　　 72．3

（93 ）　 （118）　 （95 ）　　 （97 ）

稲わら（二 699　　　　 432　　　　 413　　　　 81，6

616　　　　 430　　　　 378　　　　 72．0

（88）　 （100 ）　 （92 ）　　 （88 ）

稲わら区を除く三つの区において，冷水濯掛こより棟数

が増加する原因を茎数の推移でみると，冷水濯漑期間中に

は分けつは抑制されて茎数はむしろ少なく，冷水蔵漑終了

後に増加して，普通水踵漑の茎数を追い越し，有効茎歩合

が高まって穂数が多くなった。稲わら区のみは冷水雇漑中

の分けつ抑制が強く．終了後に茎数の増加はあるが，普通

水裡既の茎数と同じになる程度であった。このような茎数

の推移は，一般に短梓多げっ型の生育を示す低温年の経過

とは異なるものであったが．むしろ，初期に厳しい低温が

来襲した56年に類似した。水稲の生育に及ぼす低温の時期

と強さの影響については．今後さらに検討を要する。

千校垂は冷水濯既によって若干大きくなる傾向が認めら

れた。

3．養分吸収

養分吸収に対する冷水磨漑の影響を冷水瀧漑終了時（幼

穂形成期）の養分含有率でみると．窒素は高くなり．燐乳

加里及び珪酸は低くなる傾向がみられた。含有率低下のも

っとも大きかったのは加里で，ついで，燐酸．珪酸の順で
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あった。一方，試験区間の比較では，稲わら区における低

下がもっとも大きかった。

また，養分吸収量でみると．すべての養分で吸収抑制が

認められ，特に，燐乳　加里．珪軋　石灰で抑制が大きか

った。ただ，冷水濯漑により乾物垂も著しく減少している

ので，養分吸収量の減少も当然との見方がある。そこで，

冷水虐政による乾物重の減少に対する養分吸収量の減少割

合をみると．窒素はむしろ吸収促進されている。ただ，稲

わら区では抑制がみられるが，これは稲わら施用によって，

肥料窒素などの有機化が起こること，また，衷3に示すよ

うに，異常還元のためにアンモニアが存在していても吸収

されない状態にあるものと推察される。

嚢2　乾物垂及び養分吸収に及ぼす冷水饉既の効果（幼穂形成期）

処　　 理
乾物垂

（ダ／撼）
N　　 P 20 5　 K 2 0　 S iO 2　 C a O　 M g O　 F e 20 ㌔ M n 20 3＊

無施用 （二 299 5．03　　 2．25　　　 7．97　 1 1．54　　 0．57　　　 0．5 7　　 107　　 101

152 2．74　　 0．87　　　 2．51　　 5．06　　 0．23　　 0．30　　　 59　　　 63

（51 ） （54 ）　 （39 ）　 （31）　 （44 ）　 （40 ）　 （5 2）　 （55）　 （63 ）

堆 肥 に 378 8．00　　 3．15　　 13．97　 13．38　　 0．72　　 0．74　　 182　　 111

20 2 4．29　　 1．27　　　 4．11　　 6．13　　 0．27　　 0．3 1　　 81　　　 58

（53 ） （54 ）　 （42 ）　 （29 ）　 （46 ） （38 ）　 （4 2） （45 ）　 （52 ）

閻 ： 工 380 7．60　　　 3．42　　 14．80　　 20．53　　 0．72　　　 0．80　　 195　　 120

270 5．63　　 1．67　　　 5．94　 10．38　　 0．4 1　　 0．48　　 110　　　 95

（71 ） （74 ）　 （49 ）　 （40 ）　 （5 1 ）　 （56 ）　 （59 ）　 （56 ）　 （79 ）

稲わ ら に 260 5．74　　　 2．32　　　 9．13　　　 9．8 1　　 0．43　　　 0．5 1　　 269　　　　 53

14＄ 3．08　　 0．83　　　 2．32　　 3．46　　 0．18　　　 0．26　　 121　　　 22

（57 ） （54 ）　 （36 ）　 （25 ）　 （35 ）　 （41 ）　 （52 ）　 （45）　 （43 ）

注．昭58，59年の平均，＊呵／諺，そのはかはg／諺

裏3　株間作土のアンモニア．二価鉄，有効態
燐酸含量1）

処　　 理 ァ ンモニア　 二価鉄 ＊　 プ レイ第　　　　　　　2 法燐酸

（冷水）
（訂 ；講 ） （訪 ；；。，） （忘粘 g ）

無処可 二 0．34　　　　　 164　　　　　　 58．9

0．92　　　　　 100　　　　　　 48．1

堆 肥 （二 0．22　　　　　　 244　　　　　 105．7

1．09　　　　　 158　　　　　　 94．9

宣誓こ く二 0．51　　　　　 245　　　　　 122．2

1．02　　　　　 186　　　　　 105．2

稲わ ら i ： 0．49　　　　　　 245　　　　　 116．0

2．88　　　　　　 245　　　　　 109．7

注．1）7月7日（冷水確漑終了4日軌　58年）
2）＊pH3．8，0．2％塩化アルミ浸出

一方，吸収抑制は加里がもっとも強く，ついで，燐酸，

珪酸．石灰等が抑制された。また，鉄．苦士も若干抑制さ

れる傾向がみられたが，マンガンは一定の傾向がみられな

かった。マンガン吸収は低温で促進されるといわれている

ので，更に検討を要する。

4．作土の養分及び酸化還元

表3に株間作土中におけるアンモニア残存量，二価鉄生

成量及び有効態燐酸含量を示した。さらに述べたように，

冷水薩調いこよりアンモニア残存量が若干高くなり，特に，

稲わら区では高くなった。地温の低下により根の発育が遅

れるとともにアンモニア吸収力が低下し，特に，稲わらの

分解に伴って椴の吸収活性が阻害されることが推察された。

また，土壌の還元化を二価鉄含量でみると冷水濯政によ

って抑制される傾向にあったが，易分解性有機物含量の高

い稲わら区でははとんど差がなかった。

プレイ第2法による有効態燐酸含量は冷水磋既により若

干低下した。

ま　　　と　　　め

有機物及び珪カル施用など土壌管理の異なる水田におけ

る土壌及び水稲に及ぼす低温の影響を冷水藩政法によって

調査した。

堆肥及び珪カルの連用によって水稲収量は増加するが，

冷水雇既による減収を軽減する効果は特に顕著とは認めら

れなかった。一方，稲わら施用の場合には冷水踵漑による

減収や養分吸収の抑制が大きかった。

したがって，低温の影響を受けやすい東北地方では，稲

わら施用はできるだけ控えることが望ましく，特に．低温

のヤマセ常襲地帯では堆肥施用を徹底すべきであると判断

された。
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